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1 Fa-9　　　　次亜 塩素酸 ナト リウムによるアソ染料 の分解生成物 の検 討 （第8報）
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目的　次亜塩素酸ナトリウム（ＮａＯＣＩ）による有色物質の漂白の機構は多くの場合不

明である。NaOCl による水溶性染料の分解 反応機構も極めて複雑であり、不明である。

そこで、この反応の生成物を決定し、その分解機構を解明することを目的とした。

方法　材料：染料または色素一酸性染料（Orange Ｇ、Bordeux　Red) 、非水溶性 アソ化

合物（4-ヒドロキシアソベンゼンおよび類似化合物）。漂白剤（酸化剤）：次亜塩素酸

ナトリウム（NaOCl ）、t  －ブチルハイポクロライト（t-C4HgOCl）。染料の水溶液に漂

白剤を加えて、所定時間後、反応混合物にエタノールを加えて、生成した沈殿は再結晶

により精製する。結晶は、ＬＣ、IR、NMR 、元素分析により構造を決定した。また、上

摩みは、GC またはGC-MS 分析に供する。非水溶性アソ化合物とt-C4H9OClの反応はジク

ロロメタン中で行い、生成物はＧＣ分析した。

結果　用いたアソ染料の分解生成物から、クロロベンゼンや、クロロナフタレンのよ

うなアリルクロライド の生成が認められた。非水溶性アソ化合物 の分解でも同様にアリ

ルコロライドの生成がみられた。 また、ＯＧからはr- ラクトン環を含む化合物と、 それ

がさらに酸化した化合物が得られた。BR からもこれらに相当する化合物が同定された。

さらに、1,4-ナフト キノンなど数種の化合物がGC-MS より分析された。これらの結果を

基に、分解機構を推定した。

I Fa －10 次亜塩素酸ナトリウム漂白における臭化ナトリウム添加の影響
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目的　一般に繊維製品の漂白を効果的にするためには加熱が行なわれている。しかし、省

エネルギーの立場からみて、室温下における効果的な漂白条件の検討は必要である。家庭

用酸化漂白剤として一般化している次亜塩素酸ナトリウムの室温漂白については、既にア

ルカリ浴中での各種金属イオン(AP ゛Fe' ぺu' つ の添加を検討した結果、Al イオンの添

加が効果的であることを確認した。更に有効な添加剤の検討として、本研究では臭化ナト

リウムを用いた場合の効果的な漂白条件に関して、染色したセロファン膜および綿布を用

いて実験した。

方法　次亜塩素酸ナトリウム(NaClO):有効塩素i3.o% の試薬( 和光純薬工業㈱) 、臭化ナ

トリウム(NaBr): 試薬特級( 和光純薬工業㈱) 、セロファン膜および綿ブロード#40 をc.

I.Direct Blue 78 で染色した。漂白はNaClO 水溶液にNaBr水溶液を添加し、時間は10分ま

たは30分で処理をした。漂白効果は、染色セロファン膜では漂白前後の吸光度(608nm) 測

定により、また染色綿布では漂白前後の表面反射率測定から漂白率を求めた。

結果　染色セロファン膜を用いた20°Cにおいて、NaClO 1% 水溶液中で30分の処理を行う際

NaBrを0. 0025～0.005% の微量添加をすることにより、無添加系と比べて著しい漂白率を示

した。染色綿布においても同様、0.02～0.05% のNaBrを添加することにより著しい漂白効

果を示した。また、NaBrの添加はAIイオンの添加以上の効果を示すことが認められた。室

温下にあって も、NaClO にNaBrを添加することにより加熱と同等以上の漂白効果が期待さ

れた。また、NaBr添加系における綿布の破断強度への影響についても一部検討した。
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